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～今月の表紙～

成人式会場では、新成人のみ
なさんに選挙の模擬投票を体
験してもらいました。選挙で
は、みなさんの貴重な 1 票を
無駄にせず投票に行きましょ
う !

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　伊達家 12 代当主伊達成宗は、晩年梁川城から小坂の小屋舘に隠居しました。小屋舘は、標高 261.5 ｍの袖ヶ崎山に
位置した山城で、長享元年（1487）から成宗が死去する明応 9 年（1500）まで存在していたとされています。成宗が
隠居場所としたこの地は、小坂の要害的地形と梁川を見下ろせる位置関係から、伊達氏にとって、そして成宗にとって
大きな出来事である明応の乱に際して成宗方の拠点になったと考えられます。
　500 年ほど前、この地に立った成宗の目にはどのような景色が広がっていたのでしょうか。
※明応の乱（1494 ～ 1496 頃）とは、伊達家家督争いによる内乱。梁川は対立していた子・伊達尚宗の拠点となった。
※成宗の没年については異説があります。

伊達家 12 代当主伊達成
しげむね

宗の墓から望む景色（所在地：大字小坂字寺家地内）

『国見のたからもの』№ 33

旧
大
木
戸
小
学
校
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

国
見
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー

「
あ
つ
か
し
歴
史
館
」
オ
ー
プ
ン

　

国
見
町
に
数
多
く
存
在
す
る

大
切
な
文
化
遺
産
を
継
承
す
る

た
め
、
旧
大
木
戸
小
学
校
を
改

修
し
た
国
見
町
文
化
財
セ
ン

タ
ー
「
あ
つ
か
し
歴
史
館
」
が
、

1
月
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
プ
レ
ー
ト
の
除
幕

に
続
き
、
太
田
久
雄
町
長
、
東

海
林
一
樹
町
議
会
議
長
、
阿
部

初
男
文
化
財
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
愛
称
の
名
付
け

親
と
な
っ
た
菅
野
善
一
郎
さ
ん

へ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
歴
史
・
文
化
遺
産
の

収
蔵
・
研
究
お
よ
び
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
施
設
機
能
の
中
心
と
す
る

あ
つ
か
し
歴
史
館
は
、
か
つ
て

の
学
び
舎
の
よ
う
に
地
域
の

人
々
が
集
う
場
所
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
、
今
後
も
運
営
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

1
月
14
日
に
は
、
オ
ー
プ
ン

を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

【施設の利用案内】
◇開館時間　　午前 9 時から午後 4 時 30 分
◇休館日　　　毎週月曜日 ( ただし月曜日が祝日・休日の場合は開館し、翌平日に休館 )。年末年始。
　　　　　　　その他臨時に休館する場合があります。
◇問い合わせ　国見町文化財センター「あつかし歴史館」　☎ 585-4520
　　　　　　　生涯学習課生涯学習係　☎ 585-2676　

し
た
。

　

福
島
市
・
伊
達
市
教
育
委
員

会
の
協
力
に
よ
る
勾
玉
づ
く

り
・
ま
ゆ
玉
ク
ラ
フ
ト
の
体
験

学
習
、
福
島
県
歴
史
資
料
館
の

小
野
孝
太
郎
さ
ん
に
よ
る
「
描

か
れ
た
江
戸
時
代
の
国
見
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
講
演
、
国
見
町

郷
土
史
研
究
会
に
よ
る
特
設
展

示
「
灯
り
の
歴
史
」
が
行
わ
れ
、

地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
様
々
な

視
点
か
ら
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
と
と
も
に

運
営
を
図
る
「
あ
つ
か
し
歴
史

館
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
活
動
も
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
土
日
の
運

営
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
10
人
が
、
あ
つ
か
し
歴

史
館
の
活
性
化
に
協
力
し
て
い

き
ま
す
。

　

貝
田
の
木
材
を
使
用
し
た
、

あ
た
た
か
み
の
あ
る
空
間
で
、

歴
史
や
文
化
を
学
び
、
語
ら
い

の
で
き
る
、
あ
つ
か
し
歴
史
館

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①除幕された「あつかし歴史館」のプレート　②勾玉づくりブース　③まゆ玉を
使ってニワトリを作りました　④江戸時代の絵図を用いた講演
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